 まず、プライマーゼによってRNAプライマーが、半保存的複製の中で乖離「解離」したポリヌクレオチドに足場として形成付加されるていく。それをもとに、DNA合成酵素がによって二重螺旋構造に逆平行に相補的塩基を設置付加していく。しかしその際、ポリヌクレオチドの末端部は塩基を設置することができない。この部分のことをテロメアという。DNAの複製を繰り返すにつれて、テロメアの部分が増えていくので、DNA自体の長さが徐々に短くなっていく。これにより、細胞寿命は短くなっていく。	Comment by 伊藤 靖夫: この文だと，伸長先なのか，伸長元なのか分からないので注意して下さい。	Comment by 伊藤 靖夫: 「テロメア」は直鎖DNAの末端部のことで，「短縮する部分」という意味ではなりません。	Comment by 伊藤 靖夫: この前後の文のつながりを説明する必要があります。

質問：ポリヌクレオチドの末端部にもRNAプライマーがセットされているのに、どうしてDNA合成酵素によって塩基が付加されないのでしょうか？もしかして-OH基にしかヌクレオチドを付加できないということと関係があるのでしょうか？
Ans. 質問の意図・内容が少し分かりにくく，誤解しているかも知れませんが，その通りです。か，あるいは，DNA合成酵素がRNAを鋳型として用いることができない，が答えです。資料115および116に説明があります。和田先生の教科書では，p. 118-120およびp228-229に説明があります。
